
2026年 9月15日
11:30～ ランチ
12:00～13:30 講演会
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会場

会費

音楽は空間から切り離して存在するものではありません。古来、多くの作曲家は演奏される
空間を念頭に置いて作品を作りました。バッハは、当時としては前例のない響きをもつライプチ
ヒのトーマス教会を意識して「マタイ受難曲」を作曲し、ワグナーは、自ら創作した「楽劇」を理
想的な条件で上演するためにバイロイト歌劇場を建設しました。
音楽芸術の美は、演奏空間と不可分の関係にあります。人間の聴覚や脳の働きが本質的
には大きく変わらない限り、音楽空間に求める価値もまた大きく変わることはないでしょう。その
意味で、優れたコンサートホールを実現するための音響設計は、人間が音楽に求める普遍的
な価値を形にする営みであると考えられます。
本講演では、実際のコンサートホールやオペラハウスのプロジェクトを例に、音楽・オペラなどの
舞台芸術に求められる音響設計の考え方と、その設計プロセスについて紹介します。

講師
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講演概要


